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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期

第１四半期連結
累計期間

第70期
第１四半期連結

累計期間
第69期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　６月30日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　６月30日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （千円） 3,768,272 3,905,519 13,518,538

経常利益 （千円） 239,742 214,882 482,050

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 176,576 128,737 286,885

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 212,207 219,210 531,571

純資産額 （千円） 11,251,321 11,491,867 11,520,306

総資産額 （千円） 18,441,660 18,619,516 18,346,262

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 3.90 2.86 6.36

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 61.0 61.7 62.8

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

（1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策等による円安の影響を受けて輸出産業が堅調

に推移し、消費についても食料品や高額商品などに好調な動きが見られるなど、全体として緩やかな改善傾向にあ

ります。しかしながら、住生活関連商品、日用品については消費者の低価格志向が強く、当社グループを取り巻く

経営環境は依然として厳しい状況で推移いたしました。

　このような状況のもと、当社グループでは、新製品の投入、販路の拡大、各種メディアを利用しての販売促進な

ど、積極的な営業活動を展開いたしました。その結果、主にＤＩＹ用品事業が堅調に推移したことなどから、当第

１四半期連結累計期間の売上高は39億５百万円（前年同期比3.6％増）となりました。

　収益面では、グループ企業一体となって経営の効率化に努めましたが、円安等による輸入商材価格の上昇及び激

しい価格競争の影響を受けて、営業利益は１億９千６百万円（前年同期比13.6％減）、経常利益は２億１千４百万

円（前年同期比10.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、１億２千８百万円（前年同期比27.1％減）と

なりました。

　セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

＜塗料事業＞

　当事業は、当社の主力商品である家庭用塗料及び金属用・プラスチック用等の工業用塗料の製造及び販売並びに

塗装工事等を行っております。

　当第１四半期連結累計期間におきましても、店頭での販売促進、店内シェアの拡大をはかるとともに、新規顧客

の獲得に向け積極的な営業活動を展開いたしました。その結果、家庭用塗料の売上は消費者の低価格志向の影響も

あって振るわなかったものの、塗装工事が堅調に推移したことなどから、当事業全体の売上高は、24億１百万円

（前年同期比0.2％増）となりました。

＜ＤＩＹ用品事業＞

　当事業は、カベ紙、障子紙やガラス用装飾シート等のインテリア用品、住宅用補修材やワックス等のハウスケア

用品及び園芸用品等の製造及び販売を行っております。

　当事業におきましても、消費者ニーズに応えた新製品の投入や積極的な販売促進活動とともに、新規顧客への提

案営業等に注力いたしました。その結果、園芸用品の売上が堅調に推移したことなどから、当事業全体の売上高

は、14億６千５百万円（前年同期比10.2％増）となりました。

＜その他＞

　その他の事業は、物流サービス業及び賃貸業等を行っており、売上高は３千８百万円（前年同期比5.4％減）と

なりました。

 

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、５千２百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 130,000,000

計 130,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月11日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 46,230,000 46,230,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株

計 46,230,000 46,230,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 46,230,000 － 5,869,017 － 2,418,409

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  1,378,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 44,350,000 44,350 －

単元未満株式 普通株式    502,000 － －

発行済株式総数 46,230,000 － －

総株主の議決権 － 44,350 －

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社アサヒペ

ン（自己株式）

大阪市鶴見区鶴見

四丁目１番12号
1,253,000 － 1,253,000 2.71

昭和精機工業株式

会社

静岡県菊川市赤土

1899番地の１
125,000 － 125,000 0.27

計 － 1,378,000 － 1,378,000 2.98

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、近畿第一監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,269,278 4,855,526

受取手形及び売掛金 3,020,209 3,805,912

有価証券 100,278 100,522

商品及び製品 2,511,811 2,126,137

仕掛品 30,634 33,016

原材料及び貯蔵品 217,819 234,578

前払費用 59,118 57,947

繰延税金資産 61,602 46,566

その他 57,171 67,843

貸倒引当金 △47,724 △49,025

流動資産合計 11,280,199 11,279,025

固定資産   

有形固定資産   

土地 3,484,609 3,482,382

その他（純額） 1,365,205 1,514,046

有形固定資産合計 4,849,815 4,996,428

無形固定資産 202,634 198,603

投資その他の資産 ※２ 2,013,612 ※２ 2,145,457

固定資産合計 7,066,062 7,340,490

資産合計 18,346,262 18,619,516

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,159,212 1,441,214

短期借入金 1,460,000 1,450,000

未払法人税等 132,447 69,034

引当金 86,729 45,404

その他 539,451 614,841

流動負債合計 3,377,840 3,620,496

固定負債   

社債 1,500,000 1,500,000

長期借入金 600,000 600,000

役員退職慰労引当金 202,922 208,798

退職給付に係る負債 827,829 834,685

資産除去債務 35,162 35,162

その他 282,200 328,506

固定負債合計 3,448,114 3,507,152

負債合計 6,825,955 7,127,648
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,869,017 5,869,017

資本剰余金 4,166,518 4,166,534

利益剰余金 1,404,385 1,285,752

自己株式 △185,039 △185,334

株主資本合計 11,254,883 11,135,970

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 319,452 407,597

退職給付に係る調整累計額 △54,028 △51,701

その他の包括利益累計額合計 265,423 355,896

純資産合計 11,520,306 11,491,867

負債純資産合計 18,346,262 18,619,516
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 3,768,272 3,905,519

売上原価 2,471,535 2,630,635

売上総利益 1,296,736 1,274,883

販売費及び一般管理費 1,068,780 1,077,924

営業利益 227,955 196,959

営業外収益   

受取利息 14,398 10,437

受取配当金 12,210 13,829

受取地代家賃 25,436 28,549

その他 12,221 14,963

営業外収益合計 64,265 67,780

営業外費用   

支払利息 8,371 5,966

支払地代家賃及び減価償却費 22,414 22,262

その他 21,692 21,627

営業外費用合計 52,478 49,856

経常利益 239,742 214,882

特別損失   

減損損失 77,247 2,227

特別損失合計 77,247 2,227

税金等調整前四半期純利益 162,494 212,655

法人税、住民税及び事業税 36,010 63,971

法人税等調整額 △50,092 19,946

法人税等合計 △14,081 83,917

四半期純利益 176,576 128,737

親会社株主に帰属する四半期純利益 176,576 128,737
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益 176,576 128,737

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 32,682 88,145

退職給付に係る調整額 2,948 2,327

その他の包括利益合計 35,631 90,472

四半期包括利益 212,207 219,210

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 212,207 219,210
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号　平成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行ってお

ります。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半

期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

受取手形割引高 21,441千円 60,107千円

 

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

投資その他の資産 25,646千円 25,645千円
 
 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

減価償却費 49,174千円 44,931千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 249,094 5.5 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 247,371 5.5 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 塗料事業 ＤＩＹ用品事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,397,148 1,330,174 3,727,323 40,948 3,768,272

セグメント間の内部売上高又は

振替高
642 － 642 － 642

計 2,397,791 1,330,174 3,727,966 40,948 3,768,914

セグメント利益 156,954 60,025 216,979 10,855 227,835

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を

含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 216,979

「その他」の区分の利益 10,855

セグメント間取引消去 120

四半期連結損益計算書の営業利益 227,955

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 塗料事業 ＤＩＹ用品事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,401,325 1,465,445 3,866,770 38,748 3,905,519

セグメント間の内部売上高又は

振替高
5,135 － 5,135 － 5,135

計 2,406,460 1,465,445 3,871,905 38,748 3,910,654

セグメント利益 149,104 39,976 189,080 8,504 197,585

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を

含んでおります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 189,080

「その他」の区分の利益 8,504

セグメント間取引消去 △625

四半期連結損益計算書の営業利益 196,959

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 3円90銭 2円86銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
176,576 128,737

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
176,576 128,737

普通株式の期中平均株式数（千株） 45,288 44,975

　　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月11日

株式会社アサヒペン

取締役会　御中

 

近畿第一監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岡野　芳郎　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　宏範　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アサヒ

ペンの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アサヒペン及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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